
入　札　参　加　者　様

公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センター

1 工事概要 　：　設計図参照

2 配布図書 　：　内訳書116ﾍﾟｰｼﾞ(表紙含む）　図面80ﾍﾟｰｼﾞ(仕様書・特記仕様書を含む）

3 配布場所 　：　ＷＥＢサイト　　https://www.yokohama-cu.ac.jp/contract/bid_info/urahp/index.html

4 完成期限

5 説明事項等
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6 履行保証措置について
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　本工事の設計書の商品名、メーカー型番などは、参考に記載されたものです。

現　場　説　明　書

管理部総務課施設担当

工 事 件 名 公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センター　本館４階生殖医療センター改修工事

　：　令和6年1月31日

　工事車輌の駐車は最小限にし、指定された場所以外に駐車しないこと。また、作業員等の通勤については公共交通
機関を利用すること。

　本工事の内訳書の項目及び数量は参考ですので、疑義があっても質問は受付けません。

　下請業者（専門業者）については、市内業者の優先使用を配慮すること。

　請負人は、工事事故等により横浜市から、指名停止処分を受けて指名停止期間中の者、又は横浜市からこれと同等と
認められて、指名停止期間中の者を下請人としてはならない。

　工事中の施設内への出入りに際しては、施設管理者に人員等を報告の上、腕章・名札・ヘルメット等を着用し身分を
明らかにすること。また、原則としてマスクを着用すること。

　工事の資材搬出入については、患者さんや面会者等の安全に最大限配慮し、原則として土日祝祭日の外来休診日も
しくは早朝とする。

　病院全体の医療業務に支障をきたさない工程、工法、手順を考慮すること。

　工事実施にあたっては、既存設備に影響を及ぼさないよう現地調査を充分に行うこと。

　工程については、病院業務の妨げにならないよう施設担当者と調整を行うこと。機能停止を伴う施工の際は原則として
土日祝祭日とその夜間を主とし行うこと。

　壁の撤去やはつり作業にあたっては特に粉塵飛散防止策等を講じ、既存エリアの環境を維持すること。万一、工事エ
リア外が粉塵等で汚れた時は、早急に清掃を行い環境を維持すること。

　アンカー打設等騒音、振動作業については、事前に施設管理者に申し出て許可を得たうえで作業を行うこと。また、騒
音、振動等によりクレームが発生した場合は直ちに作業を停止すること。

　本工事施工にあたっては、個人情報保護の重要性を認識し、個人の権利や利益を侵害することのないよう、個人情報
を適正に取り扱わなければならない。また工事従事者に対し、個人情報を他に漏らしてはならないなど、個人情報の保
護に必要な事項を周知しなければならない。

　不測の事態に備え、工事中および工事後は24時間連絡・対応が可能な体制にすること。

　病院の敷地内は車内も含め全域禁煙となっています。周辺路上での喫煙もご遠慮下さい。

本工事については、履行保証措置を求めますので、応札に当たっては、保証費用を計上してください。

廃棄物等については「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」などの法令に従い、適正に処分すること。



8 質疑応答

(1)

(2) 　質問書が提出された場合は、各社に令和5年8月21日(月)17:00までに本件告示のＷＥＢサイトに回答書を掲
載します。

　設計図書について質問がある場合は、入札説明書記載の宛先に、令和5年8月7日(月)17:00（必着）までに
質問書を電子メールにて提出していただき、その旨を電話で契約担当課までお知らせください。この場合に
は、必ず会社名、ご担当者名、住所、電話及びメールアドレスを明記してください。
なお、質問がない場合には提出する必要はありません。


